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【参照建築】
日本現代建築

〈参照内容〉
構成（都市・街と建築の関係）

｛参照根拠｝
建築における概念を明確化
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建築の祖型とは,場合によっては,地中海の集落から得られた白い住宅であった
り,光と闇の二元論的空間であったりした. こうした祖型を改めて確認することは
現代建築の状況を考える上でもきわめて重要である.
1930年代建築の持つ「がらんどう」の感覚は現代建築にとっても大きなテーマた
り得る.たとえば, アルド·ロッシを考えていただきたい.ガララテーゼの住宅が一
種の「貧しさ」を転換して形而上学的な空間を生み出しているのは, こうした「空
虚」な意識に基づくためである.コンクリートと床面に角柱が連続し,所々でその
連続が途切れたり, スケールが変調する.この空間は,光ではなく影を予感したも
のと見倣すことができる.列柱の影がコンクリート面の上を動き,あるいは人間ま
でもがただの影としてこの空間を横切る,ある一瞬,ある場面が予感され,それが
刻一刻と変化する. 

祖型への問い 三宅  理一

【参照建築】
　ガララテーゼの集合住宅
〈参照内容〉
　性質

建築論名 著者

設計者

新建築 1982.09

｛参照根拠｝
　建築をつくる方法を抽出

設計者　アルド・ロッシ

住宅論 篠原一男

【参照建築】
　谷川さんの家
〈参照内容〉
　構成（空間の構成）

建築論名 著者新建築 1982.09

｛参照根拠｝
　建築をつくる方法を抽出設計者　篠原一男

谷川徹三先生の書斉の前にたてるという仕事を,間違いなくはたすためには,もっとも
無性格な空間をつくること以外にないと考えた内側からすまいを構成しようという,わ
たくしの一つの方法は,このとき徹底して進められた.……主屋と附属屋とは,構造的に
独立している空間で,内部に構造柱がなく,この二つの空間を渡り廊下で《連結》したも
のである.わたくしの平面のなかでは唯一の《空間の連結》である.…ふすまによって分
割された主屋の二つの空間は,南の室・北の室・と名づけられた.どちらを居間に,あるい
は寝室に使っても,この平面に混乱はないという意味である.

建築をつくる方法を設計者　篠原 男

設計者　アルド ロッシ
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ロンシャンの教会 ④

ユニテダビタシオン ⑦

サヴォア邸 ④
※○の数字は表の該当数を示す。

ル・コルビュジェ

丹下健三

香川県庁舎 ⑦

国立代々木競技場 ⑤

広島平和記念館③
※○の数字は表の
　該当数を示す。
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